
季節療育について ～四季を楽しむために～ 

 
 

ウインターイルミネーションを点灯しました！ 
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【基本方針】生命を尊重し、地域の人々に安心・信頼される医療を提供します 

【運営方針】１．安心・安全な医療を提供します 

２．病病連携・病診連携を通して地域医療に貢献します 

３．専門的な知識と技術、倫理観を備えた職員を育成します 

４．職員は互いに尊重・補完しあい、協働し良質な医療を提供します 

５．信頼される医療を提供するための経営の健全化を図ります 

 

主任児童指導員 小山 直也 

 今回は、１階さくら病棟で行われる季節療育を紹介します。季節療育は、そ
の言葉の通り、病棟にいる患者さんたちがその季節の恒例行事やイベントを五
感で楽しみ、季節感を味わうことを目的として行われます。多くの患者さんに
とっては、1階さくら病棟での生活は長期間に渡り、また院内で過ごす時間の方
が多い傾向にあります。そのような状況において、時間の移ろいを感じ、「この
季節になったんだな」と心身で体感していただくことで、気持ちがリフレッシ
ュしたり、楽しい気分になったりしていただければという思いの下、様々な内
容を実施しております。 
 最近では、秋の風物詩ということで９月３０日にお月見会、１０月３０日

にハロウィン・パーティーを実施しました。お月見は日本古来の風習で、団子
やすすきを並べて夜空に浮かぶ満月を眺め楽しむ行事です。ハロウィンはヨー
ロッパ発祥のお祭りですが、日本でも子どもが可愛い衣装を着た姿が見られた
り、大人も手の込んだコスプレをしたりと、全国各地で盛り上がりを見せる恒
例行事となっています。 
９月３０日のお月見会では、団子やすすきをみんなで手作りし、それを病棟

内に飾りました。患者さんたちは、自分の力で、時には職員の手も借りながら
団子をこねたり、折り紙と紐ですすきを作ったりと、一生懸命取り組んでいま
した。最後は、お月見にちなんで、療育指導室タヌキ隊が童謡「証城寺の狸囃
子」に合わせてダンスを踊りました。（写真：上）患者さんの中には笑いが止ま
らない方もいて、お月見を楽しんでいただけた印象でした。 
１０月３０日のハロウィン・パーティーでは、患者さんも職員もみんなで仮

装をしました。おばけ、魔女、悪魔等様々でした。（写真：下）そして、ハロウ
ィンでおなじみの「トリックオアトリート（お菓子をあげないといたずらする
ぞ）」にちなんで、 
  

盛岡医療センターでは１１月１０日よりイルミネーションを点灯しています。 
今年は新型コロナウイルス感染症対策として、当院でも青山さくらまつりなど多くのイベントが残念ながら中止になり

ました。 
そこで今年のイルミネーションは装飾を追加して、２月まで点灯いたします。 
お近くにお越しの際は、ぜひ、冬の夜を彩るイルミネーションをご覧ください。 

 
 

職員が患者さんにいたずらを行いました。ある人はウサギの耳をつけられたり、ある人は身体中をくすぐられたり、またあ
る人は、いたずらではなく逆にキャンディをプレゼントされたりと、患者さんごとに異なった楽しみを感じられるように工
夫しました。患者さんは驚いたり、笑ったり、中には真顔でおばけを見つめたりしていて、ハロウィンの雰囲気を味わって
いる様子でした。 
 
 

企画課長 遊佐 宗範 
 



 

 

 

 

 

 

 

掲 示 版 

〇職員募集中 

・非常勤看護師 ２名 

 

 

 

 

〇盛岡医療センターホームページ ｈｔｔｐｓ：／／ｍｏｒｉｏｋａ．ｈｏｓｐ．ｇｏ．ｊｐ／ 

 

 

 

 

問い合わせ先 ； 管理課 佐藤     電話；０１９－６４７－２１９５   e-mail；109-kanri@mail.hosp.go.jp 

 


